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札幌ワイズメンズクラブクラブ
札幌北ワイズメンズクラブクラブ
２０１５年１月例会合同例会
日時　2015年1月12日（月）18:00～21:00
会場　東京ドームホテル札幌２Ｆ　［サビオ］
　　　　札幌市中央区大通西8丁目
会費　６，０００円
プログラム

1 開会点鐘　　　　札幌クラブ会長　伏木 康
2 ワイズソング・ワイズの信条
　　  全　員
3 聖句　　　　　　　　　　　　安田文子
4 会長挨拶　　　　　　　会長　伏木 康
北海道部部長公式訪問

5 北海道部報告　北海道部部長　宮沢祐一郎
6 ⑧両クラブとも２月例会で行う 
7                 　卓話

「ブンヤ５０年」

    元北道新スポーツ社長
吉田　安　氏


8 祝　宴
　　　　乾　杯　　　　　　　北見クラブ　山田　剛
9 「私の今年の漢字」　　　　　　　　　全員



2015年
モットーとする

漢字１字を紹介し
併せて抱負を

一人2分以内で

10 ビンゴ（東日本区クラブ名で）
11 ＹＭＣＡ報告
　札幌北クラブ担当主事　　　　工藤　啓司
　札幌クラブ担当主事　　　　　佐藤　雅一

12 みんなで歌おう
札幌北クラブ
「トロイカ」
札幌クラブ　「どこかで春が」
13 閉会点鐘
札幌北ワイズメンズクラブ会長　
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THE SERVICE CLUB OF YMCA


THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUB
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c/o YMCA


MINAMI 11 NISHI 11


CUO-KU SAPPORO


〒064-0811


011(561)5217





THE Y’S MEN’S CLUB OF SAPPORO





IBC.DBC  国際兄弟クラブ・国内兄弟クラブ








CHATERED IN


NOVEMBER 21,1955





―　主　題　―


國際会長　　   


アジア会長　　 　


東日本区理事　


北海道部部長　　　


札幌クラブ会長	








札幌クラブ役員


会　長　　伏木　康


副会長　　八田　信之


書　記　　柳沼　慈子


副書記　　中田　千鶴


会　計　　宮崎　善昭


直前会長　阿部　寛司














Isaac Palathinkal (インド)


岡野　泰和（大阪土佐堀）


田中　博之（東京）


宮沢　祐一郎（北見）


伏木　康（札幌）





「言葉より行動を」


「未来を始めよう、今すぐに」


「誇りと喜びを持って」


「情熱と行動」


「Think Globally, Act Locally」














 今月の聖句





　野の花がどのように育つのか、注意して見なさい。働きもせず、紡ぎ


もしない。しかし、言っておく。栄華を極めたソロモンでさえ、この花


の一つほどにも着飾ってはいない。マタイによる福音書6章27～28節　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　安田文子選）
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札幌ワイズメンズクラブ





会長　伏木　康　　会員一同











新年恒例札幌北クラブとの合同例会では、中田靖泰さんの発案で「私の今年の漢字1字」を参加者全員に話していただくという企画を行います。　昨年末、京都清水寺で発表された「今年の漢字１字」は「税」でしたが、私が選んだ漢字は、「笑(わらい、しょう他)」です。


この企画をやろうと決めた事務会は、ちょうど第18回日本ＹＭＣＡ大会(東山荘)の翌日でした。　札幌YMCAに出向くと、受付の女性の皆さんが気持ちよく挨拶してくれ、この会の余韻が蘇り、全国から集まったＹＭＣＡ関係者皆さんのことを思い出しました。
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まず、初日のワークショップで


隣に座った横浜ＹＭＣＡの女性の


笑顔がとても素敵で、その後に交


流した他の参加者も大半が初対面


なのに、みんな微笑みを返してく


れました。　ブランディングの講


演では、ユニクロ躍進の鍵の一つ


は、社員の笑顔率を向上させたこ


とが大きいという話も納得できました。　「YMCAの宝」の一つはやはり笑顔だと痛感した会合でした。


一方、家庭では、朝のテレビでCharlotte Kate Foxさんを観ている時以外、笑顔が足りないと指摘されています。　職場を見回しても、周りに笑顔の人が少ないと感じます。　自分で意識的に笑顔を作るのは難しいのですが、今年は自分の周りで笑顔の人を増やすよう意識して行動したいと思います。　それが、自分にも返ってくるはずと信じて。
































最後に「笑顔になれる街」札幌をイメージしたロゴを紹介します。http//www.sapporosmile.com/がアドレスです。
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The Fushiki Family





Kenta    Yasushi   Emiko      Moeko





東西日本区の皆さんぜひ開いてみて下さい。 (^._^)
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２０１4年1２月例会　   　　在籍会員　１2名　　　例会出席　9名　　　メネット　0名　 　　メーキアップ　0名


出席報告　　　　　　　 ゲスト　2名　   ビジター　0名　　　　出席者合計　11名　  　　　出席率　　75％
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と　き：2014年12月16日（火）16:30～18:30


ところ：ホテル札幌クラッセ2F会議室


出席者：秋葉聡志、阿部寛司、佐藤雅一、柴田伸俊


中田千鶴、中田靖泰、伏木康、安田文子、宮崎善昭


　ゲスト（卓話者）山田季里子、藤田叡


　北海道だけでなく、四国、中国まで豪雪に見舞われ


るという以上期初の中2014年最後の例会が行われま


した。降り積もった雪が一度溶けてまた凍りつき、道


路は鏡のようにすべすべでした。伏木会長が11月の


「時計台コンサート」がヴァイオリンとのコラボで成


功だったとの報告がありました。


　卓話はYMCAの「地球市民育成プロジェクト」に参


加したYMCA専門学校の藤田叡君と「全国リーダー


会」に参加したバンビこと山本季里香君の報告でした。「地球市民育成プロジェクト」は日本YMCAが創立


100周年を記念して創設したプロジェクトで、アジア


の開発途上国から青年たちを招き、国際市民を育てよ


うと言う壮大な事業です。今年も日本だけでなくアジ


アの国々から多くの青年たちを集め、1週間起居を共


にして「経済格差」「多文化共生」「平和」などを語り


合い、それを自国に戻り実践することを誓い合いまし


た。その模様を実際に参加した藤田君の口から直接聞


聞くことが出来、大変有意義でした。本当の援助は金


や物や施設を贈ることではなく、人を育てることだ、


と改めて気づかされました。「他人に魚を与えれば一日


で食べてしまうが、釣りを教えれば一生食べていける」


という老子の言葉を思い出します。「地球市民育成プロ


ジェクトのコンセプト「Think Globally, Act Locally」


はたまたま今年度の札幌クラブの伏木会長の「会長主


題」とピタリ一致しています。今後も継続してプロジ


ェクトに参加するユースを支援しましょう。


　「今月の歌」は「蛍の光」を歌いました。旧友との


再会を喜び、変わらぬ友情を誓うスッコトランドの歌


“Auld Lang Syne”が何故、「卒業式の歌」「閉店の歌」


になったのか、「卒業式の歌」が「蛍の光」と「仰げば


尊とし」が何故「旅立ちの日に」や「YELL」になっ


たのかを語り合っているうちに会は終わりました．





司会　中田　千鶴
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道新スポーツはいいよ。ぜひ読んで！
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2015ねん
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会 長


中原准一
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中原　准一





札幌ワイズメンズクラブ１２月例会

















写真上:　前列左から、柴田、山田、伏木、阿部、藤田


後列左から、佐藤、安田、秋葉、中田、中田千鶴、宮崎





「地球市民育成プロジェクト」に参加して


札幌YMCA英語・コミュニケーション専門学校　　藤田　叡


この研修は7日間を通して、静岡県御殿場市にある「東山荘」で行われ、アジア各国から来た様々な国の方たちとともに世界の諸問題について考えるものです。会話はすべて英語で行われました。


「世界規模で起こっている諸問題を多角的に考え、話し合い、自分な


りのアクションプランを作成し、それを実行する」ということがこの研修の主な目的です。そして3月に行われる「報告会」で報告します。また、「think globally, act locally」という指標にそって、「研修で得たものや考えたアクションプランを自分の住んでいる地域に持ち帰り、地域的に活動する」というのも目的の一つでした。


7日間の中であった様々なワークショップやディスカッションを通してたくさんのことを学び、考えを練り、それを仲間とシェアする。私自身このような機会がもっと増えるべきだと感じました。


「国が違えば文化も違い、人が違えば考え方も違う」それを実感した研修でもありました。「英語で話す必然性」を感じ、勉学の励みにもなりました。


 自分のアクションプランは「教育」についてです。「学校に行けない子どもたちをいかに支援し、学校に行けるように後押ししてあげる」ことが自分の活動の目的です。今も自分の活動は進行中です。私は2月から半年間カナダに語学留学することになっているので、残念なことに報告会には参加できません。しかしここに一番大切なことが隠されているのではないかと思います。一番大切なこと。それは「続けること」です。私は報告会のためにアクションプランを作成したわけではありません。研修が終わったことがゴールではないと思います。研修が終わってもなお活動を続けることに意味があるのではないかと自分は思います。


「日本YMCA大会」


3日間を通して行われたこの大


会、こちらも初めての参加となり


ました。2年に一度行われる日本


各地からユースや各YMCAの総


主事や理事が集まるこの大会に参


加できたことは本当に幸運で、感


謝すべきことだと感じております。


この大会の参加した経緯は「地球


市民についてプレゼンしてくれな


いか」と頼まれたことから始まり


ました。また賛美のチームに所属


し、毎朝の礼拝のお手伝いをすることでした。ここでもいくつかのワークショップがあり様々なことを学ぶことができました。「自分にとってのYMCAとはなんなのか。」という問いかけがありました。私が思い浮かんだものは「人とのつながり」でした。まさにこのことを実感したのがこの大会です。幅広い年齢層の方々、各Yから集まるたくさんの人との出会い。ほんとうに価値のあるものだと思いました。これからも何らかの形でYMCAに携わっていきたいと思いました。








　　　　　　ユースのページ
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熱弁を振るう藤田君
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ワイズのおじさんたちは分かってくれたかしら？





「全国リーダー研修会」に参加して


山本季里香（バンビリーダー）





　11月1日～3日に富士山YMCAで行われた研修会に参加させて頂きました。約90人のリーダー達と考えを深めてきた今回のテーマは、「～170年の想いをつなぐ 地の塩、世の光としての働き～ 担い手として、自らが気づき、考え、自ら動く」でした。


1日目は「気づき」の


日。基調講演では、東


日本大震災以来福島の


子どもたちの写真を撮


影しているフォトグラ


ファーの小川哲也さん


にお話して頂きました。


その中で、福島ではま


だ放射線量の数値が高


いため被災した子ども


たちの遊び場の確保が未だ困難であることや、福島の方は“福島を忘れないでほしい”と強く願っているということを知り、気づいたことや感じたことをグループで話し合い深めました。


2日目は「考える」日。1日目の夜にそれぞれが選択した興味のある社会的課題について、同じテーマを選んだリーダーとグループを組みました。私は“若者”というテーマで考え、みんなで意見を出したり聞いたりしながら半日かけてじっくり話し合った結果、今の若者は自分の殻を破ることができていない人がとても多いのではないかという結論に至りました。そして改めて自分の殻を破って何かに挑戦することや色々な人と関わろうとすることが大切だということを実感しました。夕方には各グループで話し合って出た結論やYMCAのリーダーとして何ができるかをまとめ、模造紙を使って発表しました。私たちのグループでは、YMCAがその地域に根ざした交流の場になることが私たちの理想なので、それを実現するためにもリーダーがYMCAの行事にたくさん出て様々な方との交流を深めること、さらに楽しいリーダー会を作っていきリ　　


ーダーの仲間を増やすことの2つから始めて行こうと考えました。


3日目は「行動する」日。富士山YMCAに植樹をし、2日目に考えた“今すぐにYMCAリーダーとしてできること”を各グループでそれぞれ実行してきました。


この3日間で本当にたく


さんのリーダーたちとの関わりを深めることでYMCAの大きさを感じると共に、北海道YMCAの良い点や足りない点に気づき、YMCAの担い手として今何をすべきなのかを改めて考え学ぶことができたので、これらを他のリーダーにも発信しこれからの活動に生かしていきたいと思います。この研修に参加するにあたって協力していただいたスタッフの皆さんやワイズメンズクラブの皆さんに心から感謝しています。本当にありがとうございました。
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一生懸命に聞き入る阿部直前会長





ＹＭＣＡニュース　★★★★　担当主事　佐藤雅一


Nyu-su








エチオピア報告　IBC/YEEP 小野　健
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①国際協力フェスタ参加


　１２月１３日（土）札幌駅前地下歩行空間で行われた「国際協力フェスタ２０１４」にＹＭＣＡが参加しました。　ベトナムでの活動を紹介するパネル展示、ベトナムグッズやビーズ製品の販売、国際協力募金のＰＲ、ベトナムボランティアワークの旅報告書の配布を行いました。　今年は専門学校生、ボランティアワーク参加者合わせて６名が協力してくださり活気にあるれたブースになりました。


②ＹＭＣＡ地球市民国際フォト・動画コンテスト2014


北海道ＹＭＣＡから応募した作品の内、３点が入選し「協賛企業賞」を受賞しました。


















































③ピースコーヒー１０００パック達成


　６月から販売を開始したピースコーヒーが販売累計１，０００パックを達成しました。


ピースコーヒーは１パック売れるごとに３０円が、国際協力募金・被災児童スカラシッププログラム資金などに使われます。１月からは、１００入りのコーヒーの販売も始めます。引き続きご協力をお願いします。


④フライパン完売


　コストコさんからご寄贈いただいたフライパン３個セット１００組は無事完売できました。売り上げは障がい児プログラム支援のために使わせていただきます。


⑤全国ＹＭＣＡ国際事業担当者会開催


　１月２６日－２７日に東京で全国のＹＭＣＡから国際事業の担当者が集まり会議が開かれます。


　会議では、全国の活動状況報告、ユースへの働きかけ、次年度の計画などが話し合われます。　北海道ＹＭＣＡからは宮崎総主事と佐藤が出席します。


⑥チャレンジスキー


　１月５日－１１日にかけて障害がある子供たちを対象としたスキースクールが２本フッズスノーエリアで開催されます。　１月５日－８日は、スキーの技術がプルークボーゲン以上でグループでのレッスンが可能な子供を対象に行われ、最終日にはＳＡＪジュニア検定１-６級に挑戦します。


　１月９日－１１日は、初心・初級者を対象にマンツーマンに近いリーダーのサポートを受けながら楽しく安全なスキーの習得を目指します。











現在私は11月から1か月半のエチオピア出張中です。エチオピアの給水・衛生セクターでは、住民自身が井戸を掘ったりポンプをつけたり、家庭用浄水器を購入して、水と衛生に関する環境を良くしてもらおうという「セルフサプライ」を推進しており、私が従事　　　　　　　


しているプロジェクトでは安価で製造・購入できる「ロープポンプ」の普及に取り組んでいます。ロープポンプを普及するためには、それを製造し設置できる人


材の育成が急務であるため、その人材を指導するトレーナーの育成を進めています。今回は村にどのようにしてロープポンプを設置しメンテナンスするかをテーマに、職業訓練校の先生や民間のトレーナー候補生を対象にプロジェクトの対象村で2週間の研修を行いました。学校の先生が多いこともあり村での作業は初めてという人も多く、季節外れの雨で車がスタックするなどのアクシデントもありましたが、皆非


常に熱心に研修に参加


してくれました。この


研修後は、1月にロー


プポンプの製造に関す


る研修を予定してしま


す。そのほか、やらね


ばならない課題が山積


しており大変ですが、


このプロジェクトの成果がエチオピアの給水・衛生状況の改善に貢献できるように頑張っているところです。エチオピアからは12月中旬に帰国しましが、お正月明けにブルキナファソの出張、さらにまたエチオピア戻り、と来年も忙しくなりそうですが、健康に留意しながら頑張っていきます
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左：　「一緒に描く鍵盤」


撮影者：二階堂　洋子さん　（ 第19回ベトナムボランティアワークの旅参加者）








エチオピアの青年たちは技術を吸収するのに一生懸命です。
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下：「今日１日はみんな１つの家族」


ホストファミリー撮影
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右」「文房具ありがとう」


撮影者： 福澤　真菜さん


（札幌ＹＭＣＡ英語・コミュ


ニケーション専門学校1年


          ・第19回ベトナムボランティアワークの旅参加者）








悪路で車が埋まっても皆で力を合わせれば大丈夫！





クサップしました。一部の皆様にご連絡が遅れましたがご理解とご海容をお願いします。








開始時間は18:00（午後6時）です！


宮澤北海道部部長の公式訪問のため午後6時開始となります。遅れずにお越しください。


「今年の漢字」をご用意ください！


　清水寺の「今年の漢字」にならって「今年の目標にする漢字」を1字ご用意ください。清水寺は年末なので「税」や「鸞」や「偽」のようにマイナス・イメージの反省の字が多いのですが、ワイズの「今年の漢字」はプラス・イメージの漢字を選び、それに因んで、今年の抱負をひとことお願いします。但し一人２分以内ｍ、を厳守して下さい。


お詫び：会費は６，０００円になりました。当初は５，０００円の計画でしたが、料理をランクアップして











✥✥　１月合同例会　✥✥





ワイズの信条





自分を愛するように、隣人を愛そう。


青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう。


世界的視野をもって、国際親善をはかろう。


義務を果たしてこそ、


権利が生ずることを悟ろう。


会合には出席第一、


社会には奉仕第一を旨としよう。





札幌ワイズメンズクラブ　2014-2015年予定表


Think Globally, Act Locally


月�
日�
行　事�
備　考�
�
11�
14�
合同祈祷特別集会�
学Ｙ�
�
�
19�
チャリティーコンサート�
�
�
�
23�
ハンデキャップ水泳�
コーヒーサービス�
�
12�
�
成人クリスマス�
�
�
1�
�
北クラブとの合同例会�
�
�
 2�
�
室内サッカー大会�
コーヒーサービス�
�
 3�
 1�
ワイズベル杯水泳�
コーヒーサービス�
�
 �
 7�
頑張れ東北凧揚げ�
�
�
 �
17�
ユースボランティア研修�
1泊で18日まで�
�
 4�
�
全道�
�
�
 5�
�
チャリティーラン�
�
�
 6�
15�
行啓通�
�
�
�
�
�
�
�
8�
�
北海道部部会・評議会�
札幌クラブ60周年�
�
�
�
�
�
�
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